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hese studies were carried out in Order to  investigate the  characteristics  of

dry matter production of the pOtato, in the form of potted plants Of two varie_

ties grown frOm MaFCh tO July. The net photosynthesis  and  respiration were

measured by the assinilatiOn_chamber_method,The imOunt of net C02 assimila_

tion per day was calculated using the estimate of diurnal photosynthesis and

the nOcturnal respiration amounts.

BOth values, he actual and the  calculated  values of the increment in dry

weight during he investigation period,probably coincided during the main grow_

th stages,cxcepting the early stages. It might be concluded hat the dry matter

production of potatoes during their vigorous growing stage has been supported

by a high― ■et―assim■ ation_rate of abOut 100g/m2/WeCk,the same values under

ficld conditions being obtained by other researchers in 」apan.

The high net assimilation rate of Potatoes was duc to the length of the day,

about 14 hrs, and the low comsumption ratio of photosynthates of between 10-15

%,resutted fЮm the low nigh temperatures during this period.

結    言

馬鈴薯は比較的短い期間に多量の乾物生産をおこなう

特性をもっている。わが国における馬鈴悪の乾物生産に

関する成績
1～ 3)を

検討すると,葉面積指数は他のイネ

科作物に比して低い値をとっていることがわかる。それ

故に多くの乾物生産をあげるためには純同化率が高く維

持されていなければならない。また,純同化率の中心部

分を構成する光合成速度にしても,他作物に比して決し

て高い値ではないことは別報
°
で指摘したとおりである。

1焉鈴書の乾物生産をになう純同化率の高さの原因を,そ

の光合成作用と呼吸作用から解析する目的で以下に述べ

る実験を行なった。

作物の光合成作用を問題とする場合には,最終的には

圃場における乾物生産をとりあげなければならぬことは

もちろんである。しかし,光合成量および呼吸量を測定

して,そ の差と乾物生産量との一致を期待するには,現

在のところ同化箱法による圃場での群落光合成測定に難

点があるので,正確な測定値を得ることがむづかしい。

そこで,比較的測定法に難点の少ない個体光合成をとり

あげ,植木鉢栽培の,焉 鈴薯の乾物生産を解析することに

した。実験は1965年農林省農業技術研究所生理第 2科 (

埼玉県北本市)で実施されたものである。

材料および方法

馬鈴薯品種・男爵善および農林 1号を実験材料とした。
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馬鈴薯の乾物生産

種いもは3月 16日 にウスプルシ消毒を行なったのち,項

芽のみをえらんでペーパー・ポツトに植えて,そ れを苗

床に伏込んだ。被覆を行なわないままで 3月 30日 まで地

温のみをあげるために電熱線で加温し, 3月 31日 からは

電熱を切ってビニール障子をかけた。この操作で萌芽は

きわめて斉一となつた。4月 22日 に生育の揃ったものを

径24cmの 植木鉢に定植した。鉢には肥沃な土を詰め基肥

として化学肥料 (3-10-10)を 施し, 5月 29日 に硫安

5gを追肥した。これらについて乾物重調査用として毎

回20鉢あて抜取った。この20鉢のうちには,いずれの回

とも個体光合成測定株が8-1針固体含まれるよう配慮し

た。

個体光合成測定は別表)の ごとく同化箱法でおこなっ

た。呼吸作用の測定は乾物重測定の材料を抜取り,直ち

に株を葉身,茎 (葉柄を含む),根,塊茎,種いもに分

解し,そ れぞれを呼吸測定箱に入れて通気し,発生する

C02量 を赤外線炭酸ガス分析計で測定した。呼吸測定箱

は長さ60cm,径 20cmの硬質塩化ビニール管で,そ の両端

を閉じたものを水平に置いたものである。この中に測定

材料を金鋼に乗せて入れ,空気を一方より送り,他端よ

り排気した。なお小型ファンで箱内の空気をゆるやかに

攪拌した。

実験結果および考察

上述のような栽培法をとった結果,両 品種とも生育は

Table l  Dry weight of each

均―であり,かつ実際圃場と大差のない生育量を示した。

両品種の各時期における乾物重は第 1表のとおりである。

乾物増加曲線はスムースな形状を示し (図省略), 6月

23日 までは両品種の全乾物重には大きな差はない。塊茎

重においては早生種の男爵薯の方が初期から6月 23日 ま

では重いが,以後,農林1号がそれを凌駕し1最終的に

は農林 1号が男爵薯よりも36%重 くなった。葉重の最大

期は農林 1号で 6月 23日 ,男爵薯で6月 14日 であり,前

者が約10%重 い。しかし,この差は6月 14日 以降に生じ

たものであって,そ れまでの葉重増加経過は両品種とも

ほぼ同様であった。

個体純光合成速度 (光飽利値)の生育にともなう変化

を第 1図 に示した。個体光合成は5月では男爵薯の方が

農林 1号 よりもやや高いが1 6月 上旬で両者はほとんど

一致し,さ らに, 6月 中旬となると男爵薯は低下し,農

林 1号は下旬まで増加をつづけ, 7月 に入ってから急速

に低下するといった経過をたどる。とくに大きな差異が

認められるのは生育後期であって,両品種の早晩性とよ

く合致している。農林 1号が晩生であり, 6月 下旬から

7月上旬にかけて塊茎重の増加が大きいのは,同時期の

光合成能力の大きさに依存していると考えられる。

個体光合成は葉面積と単位葉面積当たりの平均光合成

速度に分解される。そこで両者の生育にともなう変化を

検討してみよう。まず,第 2図で平均光合成速度の変化

をみる。 5月 では男爵薯の光合成速度が高く,最高値は

Part of potato plant(g/plant)

Var. Part          lヽay 10     May 25     」une 3 June 14     」une 23     July 7 July 15

出
づ
Ｚ

目
一
Ｈ
Ｏ
Ｚ

Lcaf

Stem+PetiOle

Root

Tuber

Mother tuber

Dead part

0.638

0.600

0.579

0.010

3.680

3.500

2,740

1.525

1.475

2.25

3.360

4.185

1.530

4.610

2.040

0.120

7.265

7.870

2.715

14.08

1.46

0.32

7.825

9.110

1.800

30.15

1.27

0.63

6.425      4.955

10.150       9,270

2.025       1.772

50.24       59,75

1.lXl     ――

1.425       2,135

Total 5.503 11.490 15.845 33.72 50.785 71.265     77,882

Part May 10 May 25 」une 13 」une 14 」une 23     July l

０
日

【
３
喜
ヽ
燿
空
層
一∩

Lcaf

Stem+Peti ole

Root

Tuber

Mother tuber

Dead part

0.674

0.595

0.447

0.032

3.460

3.325

2.100

0.805

3.885

2.155

3.640

2.265

0,990

8.080

2.300

0.170

7.145

4.250

1.680

21,75

1.807

0.850

5.860       5。 815

4.250      4.445

0.960      1.178

36.50      43.89

1.21        1.240

2,05        2.525

5.280 12.27 37.484 50.830      59,093
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Fig,l The changes of net phOtOsynthesis per

plant with progress of time.

15mg C02/dm2/hrで ある。以後, 7月初旬にかけて漸

減していく。他方,農林 1号のそれは5月 では男爵薯よ

り低い値であるが6月初めに最高値に達し, 6月 中はほ

とんど横ばい状態で経過し, 7月 に入ってから急速に低

下するといった経過を示している。とくに,生育後半に

おいて両品種に顕著な差異のあることが注目される。個

体光合成は葉身の光合成を打消す要因として,非光合成

器官の呼吸量が含まれているので,非光合成器官の呼吸

が多い時期では葉身のみの光合成測定値よりはかなり低

く出ることが考えられる。個体光合成量をその個体の葉

面積で除して得られた平均光合成速度は,当然,葉身の

みの値よりは低い値となっている。とくに生育初期では

茎の呼吸量が多いため個体の平均光合成速度力Y固葉のみ

の場合よりも相当低い値とみなければならぬ。このこと

を考慮しても,乾物生産の主要な期間は平均光合成速度

10-15mgC02/dm2/hrの 範囲で経過し,さ して高い光合

成速度とは考えられない。

個体当たり葉面積の変化は第 3図に示したとおりであ

る。両品種の葉面積の推移は葉重のそれとほとんど一致

し, 6月 10日 まではほとんど差はないが, 6月 中旬以後

において男爵薯では増加が停止し,む しろ漸減している。

農林 1号では6月 下旬にピークを示したのち急激に葉面

積が低下している。乾物調査に正確を期すために,葉の

枯れ上がりが激しくなる直前までしか葉重を調査してい

ないが,両品種とも最終回調査直後,一せいに葉力券占れ

上がってしまったことを附記しておきたい。

さて,以上で個体光合成に関連する要因の検討が終っ

0υ
 10   20       10   20       111   20
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Fig.2 The changes of net phOtOsynthetic rate

per unit leaf area with prOgress of time

たので,次には個体呼吸に関連する事項をとりあげるこ

とにする。乾物調査毎に測定した各部位の呼吸速度を第

2表にかかげた。なお,すべての測定値は各部位の Ql。

(温度係数)1こ したがって25.0℃での値に補正してある。

まず,葉身の呼吸速度 (乾物重当たり)を みると両品

種とも生育初期では9mg C02/g/hr台 であるが,生 育

後期では3-4 mgC02/g/hrま で低下した。茎 (葉柄を

含む)に おいても葉身と同様な傾向であるが,速度の絶

対値は茎の方が低い。また,二品種の間では地上部の呼

吸速度は6月 以降,農林 1号の方が高い値で推移した。

塊茎と根との呼吸速度を比較すると興味深い事実が指

摘できる。すなわち,第 2表で5月 10日 のtuberは いわゆ

るStolonの 状態であって,こ れと根 とを比較す ると

Stolonの 方力珀子吸速度が大である。ところが塊茎が月巴大

すると急速に呼吸速度は低下し,根のそれよりもはるか

に低い値となる。根の呼吸速度は5月上旬から下旬にか

けて急落したのち,以後生育後期にかけて漸減してゆく。

種いもの呼吸速度は初回調査時から6月 23日 までほぼ一

定値で推移するのが特徴的である。なお,葉身の呼吸速

度と光合成速度とは正の相関を持つ
6)こ

とを明らかにし

たが,第 2表から計算すると両者の比率は1(呼吸25℃ ,

葉面積当たり):7(光 合成,光飽和値)前後で広い範

囲に成立していることがわかった。

第 2表に示した各部位の呼吸速度にそれぞれの部位の

乾物重を乗じて,部位別呼吸量とし, さらにその総利を

個体R乎吸量としてとり扱うことにした。このような操作

で�taCtの 状態の呼吸を損なうのではないかという懸念
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馬鈴薯の乾物生産
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Fig.3 The changes of leaf area per plant

with prOgress of time
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Fig.4 The changes of respiration per plant

at 25°C with prOgress of time.

Table 2  Respiratory rate(mgC02Xg dry― wt./h)at 25℃  of each part of Plant

Ьanごiattimよ

Danshakuimo

Var. May 10 May 25 」une 3 June 14     」une 23 」uly l 」uly 12

０
日

【
”
喜
ヽ
Ｆ
∽
ド
、
∩

Leaf

Stem+PetiOle

Root

Tuber

Mother tuber

9。 20

7.60

8.90

9.92

0.56

8.15

4.89

5,31

1.52

0.45

4.98

2.51

3.09

1.46

0.302

3.62

1.64

2.40

0.208

0,327

3.44     3.01

1.75        1.145

2.73        2.18

0。 169       0.089

0.410       0.0316

出
すｏ

Ｚ
　
Ｅ
一歯
Ю
Ｚ

Leaf

Stem+Pctiole

Root

Tuber

ⅢIother tuber

9.30

8.30

10.00

13.34

0.58

9.03

4.69

5。 31

2.58

0,“

7.24

3.31

3 73

1.52

0.525

4.72

2,92

3.11

0.395

0.531

3.89

2.24

2.92

0 230

0.595

3.75

1.17

2.47

0.0767

Table 3 Comparison with amount of intact plant― respiration and

total amount of each paFt― reSpiration for potato plant

Part
Amount of respiraSon at 30℃  Dry weigllt
Actual(mgC02/hr)Relative(%) (g)

Respiratory rate CoefFicient

(mgC02/g/hr)  of temperature(QI。 )

Intact ,lant 183.8 105.7 62.5 2.94

Leaf

StemttPetiole

Root※ 十Tuber※ ※

89,4

49.7

34.8

51.4

28.6

20.0

212

14.6

26,7

4.22

3.40

0.75

1.79

1,87

※ ユ.82 ,※ ※ 2.15

Total

Note.  Var. Danshakuimo, IIteasuring datei」 une 29

2.78173.9 100.0
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が生じる。そこで,ま ず intactの状態で個体呼吸を測定

しておき,直ちにその個体を葉,茎 (葉柄を含む)お よ

び地下部 (塊茎+根 )に分解し,既述の手続きで各部位

の呼吸を測定した。その結果は第 3表に示された如く1

各部位呼吸の合計値を 100と すればintactの 状態での呼

吸は105。 7で あり,おおむね等しい値を得た。そこで,各

部位の呼吸量の合計値を個体呼吸量とみなした。

各調査時期にPD‐ ける個体呼吸量と各部位の呼吸量,な

らびに個体呼吸量のうちで占める各部位呼吸の比率は第

4表のとおりである。同表の内容を明瞭にとらえるため

に第4図 および第5図 を作成した。まず,個体呼吸量を

第4図でみれば, 5月 10日 は両品種とも等しい値である

が, 6月 23日 以後いづれの調査時においても農林 1号の

呼吸量が男爵薯よりも格段に多い。両品種とも個体呼吸

量は6月 中旬にピークを示したのち6月 下旬以後に低下

するが,こ れは主として地上部呼吸量の減少に起因する

ものであることが第 4表より指摘できる。

各部位呼吸量の個体呼吸量に占める比率の推移を第 5

図でみれば1男爵害では5月 10日 で葉身呼吸量比率が37

%であるが,生育がすすむにつれてその値は増加し,最

終調査時には60%近 くに達している。この傾向は農林 1

号でもうかがえる (第 4表 )。 茎,葉柄の呼吸量比率は

男爵薯では全期間を通じて20%前後であり,農林 1号で

は20～ 30%で あって,やや後者の方が高い比率である。

著者らはすでに甘藷について第 5図 と同様の調査をおこ

なっている子'そ れによれば,甘藷葉身部呼吸量の全個体

呼吸に占める比率は約50%前後であって,全生育期を通

じて変動は少なく,ただ塊根H子吸量比率のみが生育後期

にかけて増加するといった傾向である。馬鈴薯の塊茎呼

吸比率は6月 3日 の調査時に大となるが,生育後期では

12～ 13%程度であって,甘諮の場合の30～ 40%よ りはは

るかに低い値であった。第4表 からわかるとおり,馬鈴

書においては光合成産物の消費の主体は地上部であって,

その値は両品種をこみにして生育初期で60%,後期では

80%に も達する。この点からして馬鈴薯の過剰生育は受

光能率の低下によって純同化率を引き下げるばかりでは

なく夜間の呼吸消費を増大する方向からも純同化率に不

利に作用する。

上述のごとき事項を検討した結果,馬鈴薯の個体光合

成とその構成因子 (葉面積,平均光合成速度)さ らに個

Table 4  Amount of respiratiOn(g COノ Part/day)of each part Of plant and ratiO Of part's
amount to total alnOunt

June 3Part       May 10   May 25 」une 14     June 23     July l     July 12

ｏ
コ
【“
＞

【、
戸
“
ｏ
ｔ

Leaf

Stem+Petiole
Root

Tuder

Mother tuber

6.20

4.52

3.98

0.32

1.94

27.10

10.27

4.27

5。 91

0.97

18.13

5.69

3.06

11.80

0.69

25,86

6.97

4.04

4.52

0.59

20。 16       17.50

7.44        5.09

2 62        2.57

6.17       3,91

0.50        0。 39

０
日
【声
喜
付
漁
め
Ｅ
、
∩

Total 16.96 48.52 39.37 36.89       29.46

（ゞ

）
，

ヽ
ば

Lcaf                36.66

Stem tt Petiole   26.77

Root                23.55

Tuber                l.9

Mother tuber        ll.4

55 9

21.2

8.80

12.2

2.0

46.1

14.5

7.8

29.9

1.8

61.6

16.6

9.6

10.8

1.4

54 6

20.2

7.1

16.7

14

59.4

17.3

8.7

13.3

1.3

100.0 100,0 100.0 100.0 100.0       100.0
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ョ
【
”
＞

〔
“
口

，
Ｏ
ｔ

Leaf

Stem+PetiOle
Root

Tuber

Mother tuber

5.93

4.98

5。 75

0。 13

2.13
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Lcaf                31.3

Stem tt petiole   26.3

Root            30.4
Tuber                O.7

Mother tuber        ll.3

54.2

22.0

13.9

6.5

3.3

46.8

26.6

11.0

13.5

2,1

47.6

31.9

11.7

7.7

1.1

47.7

32.0

8.2

10.9

1.2

48.4

28.3

11.4

11.9

Total 100.0 100.0 100,0 100.0 100.0 100.0

NOte. 1)Respiratory rate ad,usted
2)Length Of night time used

to mean night temperature at each
in calculation estimates as 10 hr

ti me.

at May and as 9.5 hr at June and 」uly.



馬鈴書の乾物生産

量から乾物への換算係数を0,68と する。

以上の前提をふまえて毎日の昼間光合成量 (Pd)と 夜

間呼吸量 (Rn)を算出し,そ の差に0.68を かけて乾娠

に換算した。計算結果は第 5表のとおりである。

第 5表中Aは計算による乾物増加量,Bは実測乾物増

加量である。 6月 4日 までは調査期間内の乾物増加量が

7g以下であり,測定誤差の影響を大きく受けるおそれ

があるので, 6月 4日 以後の数値を問題としたい。まず,

計算値で実測値を除した値 (B/A,%)を みると, 2品

種ともに6月 4日 から14日 までの値は実測値が計算値を

30%以上,上廻っている。これを除くと計算値と理論値

5.10  5.256.3   6.14 6.23  7.1   はかなり接近 しており,上記前提のごときラフな条件設
Date

定でも光合成量1呼吸量から乾物生産量がほぼ推定できFig,5 Percentages of each part respiratiOn

to total(whole plant)respiratiOn for   た。 6月 4日 -14日 間における推定課差が大である原因

Var.Danshakuimo at various times    については,二つの事項が調査の反省として考えられる。
NOte. Black part shows mother tuber.

その一つは前回調査 (5月 26日 -6月 3日 )の乾物重が

体呼吸量ならびにその内訳が明らかになった。ここで,  偏っていたこと,他の一つは同時期の日射が多いので ,

乾物生産量=(昼間光合成量)― (夜 間呼吸量)の式に 推定した光合成量よりもさらに実際の光合成量が多かっ

従って,乾物生産量を算出した。ただし,計算の前提と た,と いうことである。しかしながらこの種の計算とし

して次の条件を設定した。

a.個体光合成速度は光飽和値を使う。

b.昼間の光合成時間を各時間とも12時間とする。し

月は9.5時間とする。

e.無機養分吸収による乾物増加は無視するが,C02

ては理論値と実測値がかなりうまく合致したと判断でき

るのではなかろうか。

つぎに第 5表で純同化率を検討すると実測値において

を示す Rn/Pdは ,生育初期に高かく,中 期以後は

低い値をとる。とくに男爵薯の後期における呼吸消粍率

たがって,昼間光合成量=個体光合成速度×12  最高■6.5g/mP/weckの 値が認められ,計算値において

c.夜温は各期間の平均夜温を用い,呼吸速度は各部  は■2.6g/m2/weCkが最高で1乾物増加量の大である時

位のQ10で その温度に補正する。 期で87.6g/mつ /Weekがみられる。つぎに昼間光合成量

d.夜の長さ (呼吸時間)は 5月 中は10時間とし, 6 のうちどれだけが夜間の呼吸で消粍されたかということ

Table 5  Comparison with the calculated value and actual value

in dry matter production and its concerning factors

Period

(Date)

Solar radiation  lncreament oF dry wt  (B)/(Al Rn/Pd
(ca1/cm2/day)  (Al,(g)(B),(gl  (%) Calculation Actual (%)

０
日

一●
喜
ヽ
声
り
ｏ
“
∩

5 .10 - 5 .25
5 .26 - 6 . 3
6.4-6.14
6 .15 - 6 .23

6.24-7.1

517
334
458
366
493

7,71      6.99

7.77      5,18

14.81 29.39
13.29     13.35

10.23      8.26

112.6     101.8    19.2

83.6     55.7    16.2

85.8     117.7    11.5

66.0      66.4    11.3

58.1      46.9    12.0

90。 7

66.7

137.7

105,5

80.7

■btal 53.もl     b4.1/ (  lUU./,

出

．Ｏ
Ｚ

口
一
皆
Ю
Ｚ

5 ,10 - 5 ,25
5 .26 - 6 . 3
6.4-6.14
6 .15 -- 6 .23

6 .24 -- 7 . 7

7.8-7.15

517
334
458
366
390
469

4.06      5.99

6.45     4,35

14.17     18.87

17.60     17.08

25,66     20.45

7.83      6.62

63,0     93.2    38.6

77.3      52.1    23.0

87.6     116.5    17.8

78.5     76.1    13.9

75,8     56.3    12.4

50.5      37.4    18.4

147.5

67.4

133.2

97.0

79 7

84.6

75,77     73.36 ( 96.8)

NOte. A:Calculated value. B:Actual Valuc

Rn:Amount of respiration during night

NAR:Net assimilation rate(g/m2/week).

しime,  Pa:Amount of photosynthesis during day time



津野幸人

(Rn/Pd)は■%程度であり,他作物には例をみないほ

ど低い値である。また農林 1号においては,生育初期に

Rn/Pdが 高く,そ れが一旦12%台まで低下したのち,最

終調査期間で再び18,4%と 増大している。これは同時期

の平均夜温が高くなったため,夜間呼吸量が増加したこ

とに起因している。馬鈴惑 にとって高夜温の時期に栽培

されることは,日 中の高温による光合成の低下と,呼吸

消粍率の増大という二重の悪条件におかれることになる

のである。

論    議

馬鈴薯の乾物生産について生長解析の手法を適用して

研究した事例は栗原ら
〕
串崎ら

1)田
口ら

制
によって報告

されている。これらを検討した結果,馬鈴薯における純

同化率 (NAR)の高さを指摘することができる。すな

わち,栗原ら
か
はNARの 最高値が140g/m2/weekで あ

り,同 じく串崎ら105g/m2/week,田 口らの成績は多く

の場合80台であるが105g/mつ /weckの例もある。この値

を他作物の例,甘語70r)水稲80g/mワ /week 4)に 比較すれ

ば如何に高い値であるかが容易に首肯できる。馬鈴薯の

高いNARを 支持するものは,光合成速度の高さではな

くて,夜間呼吸消粍率の低さと,栽培期間後期における

昼間の光合成時間の長さであるといえる。関東での馬鈴

薯の主要な乾物生産期間は5-6月 でありこのときの日

長は14時間にも達する。札幌は夏期の気温が栗原ら
2が

茎葉伸長適温と規定した19～ 21℃ の範囲に大部分が含ま

れる。昼間の時間が長く, 日中高温にならず, しかも夜

温が低いという条件が馬鈴薯の純同化率を高く維持する

条件であり, しかもそれは同作物を栽培するうえでの好

適条件であるといえる。

乾物生産速度は純同化率と葉面積指数 (LAI)の二

構成要素に分解される。最適葉面積指数については田口

ら
°
は3.84と し,このときの乾物生産速度 (CGR)は

175g/m21and/Weekで あり甘藷の120g/mつ /Weekに 比し

て格段 に高い。馬鈴薯 は実際栽培の場で最高葉面積指

数が4以上になることは少ない。】ヒ海道においても多く

の場合2-3である。栗原ら
2)の

東北農試での成績では

LAIが 3-3.5で あり,大部分は3.0以下である。関東

以南での春作,焉鈴薯を観察するとLAIを 3.0以上にす

ることは下葉の枯れ上がりの促進と,茎の徒長を招来す

るようであるが,こ の様な条件下では塊茎肥大最盛期が

後期にずれて,高気温の時期に遭遇する。こうなると日

中高温による光合成の低下と,夜間の呼吸消粍率増大の

ために,乾物生産速度は引き下げられ,結果的には減収

をみることが多い。既述 したとおり過乗J繁茂は受光能率

の低下ばかりでなく,地上部の呼吸量を増大させるので ,

光合成産物の呼吸消粍率が低いという馬鈴薯の乾物生産

の特性をそこなうことになる。呼吸消費の面からいえば,

夜温の高い地域 ほど地上部の生育量を抑制する措置が

必要である。また,秋作 ,焉 鈴薯は塊茎肥大期における日

長が短かくなるので,そ のときの純同化率が低下する1
と推定される。

摘     要

1.馬鈴薯の乾物生産の特性を明らかにするため,植

木鉢栽培した男爵薯 ,農林 1号を材料とし,そ れらの個

体光合成量および呼吸量から乾物増加量を推定した。

2.乾物増加量の計算値および実測値は,おおむね合

致した。このことに基づいて考察すれば,馬鈴薯の示す

高い純同化率 (90-120g/m2/week)は ,光合成速度の

高さではなくて,栽培期間の昼間の長さと光合成産物の

の夜間呼吸消粍率の低 さによって支えられている。

3.圃場条件においても馬銘藩の乾物生産は葉面積指

数よりも,む しろ純同化率の高さに依存していると推定

される。一定の葉面積を早期に確保することは望ましい

が,過剰繁茂は極力さけるべきである。
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